
『週刊金曜日』は
定期購読がおトクです！
ウラ面をご覧下さい
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久野収（哲学者）　

反ファシズムのフランス人民戦線
が刊行した『Vendredi（金曜日）』。
それに刺激され、治安維持法下の
京都で発刊されるも弾圧により途
絶した『土曜日』。戦後日本の民主
主義を支え、34年を積み重ねたが
部数の低迷により廃刊した『朝日ジ
ャーナル』。それらの志を継承し、さ
らに発展させるも
のとして、哲学者・
久野収が『週刊金
曜日』と命名する。

誌名の由来

 １９９３年
創刊 私たちは『週刊金曜日』です

忖度せず、流れに抗い、真実を報道する週刊誌

編集委員 雨宮処凛・宇都宮健児・想田和弘・田中優子・崔善愛

定期購読は１冊
600円（１年購読）から
700円（月々引落し）

定価780円（税込）
毎週

金曜日発売
全国主要書

店
でも発売中！

定期購読者に
支えられている

雑誌です
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重要な事実が報じられない、報じられても扱いが小さ
い。その主たる原因を突き詰めると広告にたどりつきま
す。政府の広告宣伝費や企業広告がマスメディアの利
益の大部分を占めているなか、その報道や論調に影響
を与える「クライアントタブー」は確実に存在します。こ
うした影響から自由であるために『週刊金曜日』は定期
購読料金を経営の基盤としています。
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す

〒103-0007
東京都中央区日本橋浜町1-5-13 日本橋スカイビル6階

（株）金曜日『週刊金曜日』定期購読係 行

スポンサーに依存しない1

『週刊金曜日』はジャーナリズムを基礎としています。市
民による監視が失われたとき国家権力は「癒着」「独裁
化」して、真実が覆い隠され、権力側の都合の良い「物
語」に改変されます。ジャーナリズムは国家の暴走を未
然に防ぐ役割をもっているはずですが、昨今の報道機
関は権力に忖度し、擦り寄る姿勢さえも見せています。
本誌は権力から独立した市民のジャーナリズムです。

権力と対峙する2

市民によるジャーナリズムは、専業のジャーナリストだけ
では作れません。読者=市民の参加が必要になります。
記者、批評家、学者、市民と本誌編集部の協力で、市民
主催のジャーナリズムを作っていきたい、そうした思いか
ら『週刊金曜日』には市民によるイベントのページや「読
者会」のページがあります。ぜひ定期購読者になって、
市民によるジャーナリズムに参加してください。

読者参加型3

お問い合わせ

参政党研究

忘れてはい
けない

象徴天皇制
を問う

イスラエル
の虐殺

教育の危機
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